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栗島　一博、内田　信二、徳田　洋祐、阿部　尚美、
石川　英子、三輪　生子、柳林　幸子、JAHNG Doosub
国立大学法人　九州工業大学大学院　生命体工学研究科　脳情
報専攻　チームマネジメント分野

【はじめに】近年、教育機関における制度改革に伴い、授業の
内容と方法の改善を図るための組織的な取り組みが活発になっ
ている。現在用いられている授業評価アンケートや期末試験な
ど授業後に行われる評価は開講期間中の授業改善に役立てるこ
とが難しいため、学習者の反応を調べてフィードバックする形
成的評価の実施が重要視されている。本研究は、既に一部教
育現場で使用してきた形成的評価支援ツールであるKWM(Key 
Words Meeting)をCHRISモデルに導入するにあたり、組織の
人的資源管理で多く用いられる教育介入におけるKWMの可能
性と5ポイント評価におけるKWMの位置づけを紹介すること
を目的とする。
【KWMの紹介】KWMの流れを図1に示す。KWMに実装して
いる主な機能は、指導者キーワードと説明の事前登録ならびに
学習者の授業後の投稿、両者のキーワードの評価・開示、記憶
率と理解率の定量指標の算出、フィードバックの推移と効果測
定、学習者とのコミュニケーション支援、5ポイント評価の2～
5時点評価で用いる質問票調査の実施支援である。学習者はPC
または携帯電話のWebブラウザを用いて、教育介入時に記憶に
残ったキーワードとその説明を投稿することができる。
【KWMと5ポイント評価との関連】CHRISで提唱する5ポイ
ント評価との関連は以下の通りである。2)介入直前の現状評価
（参加率＝参加者／当該プロジェクトの潜在的対象者数、KWM
質問票機能による参加動機）、3)教育介入期間中における形成的
評価（KWMの記憶率と理解率、フィードバックによる記憶と
理解の変化など）、4)教育介入直後の評価（KWM質問票機能に
よる意図、自己効力感）、5)介入後3ヶ月での評価（KWM質問
票機能による介入直後からの継続度、3ヶ月以降の意図と自己効
力感）
【考察】教育介入は産業保健領域のみならず人材育成プログラム
の多くで用いられており、介入期間中における指導の改善や第3
者による外部評価への対応など、大学などの教育機関と同様の
課題を持っている。KWMは受講者の反応を評価しながら教育
戦略を介入期間中に調整でき、また指導内容に大きく依存せず
に利用できる汎用性を持つことから、健康講話や特定保健指導、
人材育成などの組織における教育介入時にも有効であると思わ
れる。
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【はじめに】産業の場で活用される従業員の自己資源は、内部資
源（才能等）、外部資源（資格等）及びそれらを下支えする根幹
資源（健康)の3つで構成されている。産業保健スタッフをはじ
め人的資源管理部門は、根幹資源だけではなく内部／外部資源
にも目を向けた包括的対策を検討する必要がある。内部／外部
資源の業務上での活用や根幹資源に対するストレス対策の双方
で適切なコミュニケーションが重要であるとされている。本研
究では、3つの自己資源を関連付けた評価尺度としてTCI尺度
を用いた場合における信頼性と妥当性の評価を行った。
【方法】研究1：TCI尺度と内部／外部資源の活用との関連は、
業務管理手法の国際的な標準であるPMBOKに掲載されている
コミュニケーション項目と比較した。また、活用後の成果にと
の関連については、人事考課データとの相関を検討した。研究
2：TCI尺度と根幹資源との関係については、某法人を対象とし
た質問票調査を行った。調査期間は、平成23年3月 4日から31
日であった。解析対象者は31のチームに属する241人である。
先ず、TCIチーム尺度の各サブスケール（目標共有、情報伝達、
予定管理、評価）ごとにCronbachの 係数を計算し、尺度の信
頼性を検討した。さらにERIQ、BJSQ、K6の各尺度との相関係
数を計算し、基準連関妥当性の評価を行った。
【結果】研究1：TCI尺度の各項目は、PMBOKで定義されてい
る全42プロセスの中で使用が確認できた。人事考課データと
は、情報伝達尺度が自己評価総合点や上司評価総合点との相関
をはじめ、いくつかの相関を示した。研究2：全ての 係数は
0.7以上であり十分な信頼性を示した。また妥当性に関しては、
ERIQ努力報酬比と評価尺度が-.254、予定管理尺度が-.250の相
関を示した。BJSQとは、対人関係、上司サポート、同僚サポー
トとの間に有意な相関を示し、K6とも相関がみられた。
【考案】研究1：職務遂行に必要なコミュニケーション項目を内
包していることが確認できた。また、職務遂行の成果を示す人
事考課とも相関を示したため、内部／外部資源の成果面におけ
る妥当性の確認もできた。研究2：TCIチーム尺度と各尺度の
相関がみられた。これら2つの研究により、TCI尺度が自己資
源を包括的に評価する場合の信頼性と妥当性の確認ができた。
TCI尺度を用いることにより、人的資源管理部門は、コミュニ
ケーションの側面で自己資源に対する包括的な評価と改善目標
を立案する支援が期待できる。
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